
鮨
1
」
1
」
1
望

、

■

「
孟
子
」
井
田
制

の
経
済
思
想
に
つ
い
て

桑

.田

幸

三

は
　
じ
　
め
　

に

＼

井

田
制
度
が
古
代
中
国
に
お
い
て
実
在
し
券

否
か
に
つ
い
て
は
、
論
議
が
分
れ
定
説
を
見
な
事

井
田
制
度
は
実
在
し
た
・
と
断
言
す
る

.

に
足

る
史
料
「

た
と
え
ば
井
田
遺
構
の
発
掘
な
ど
一

は
、

じ
ゅ
う
ぶ
ん
と
は
言
え
な
い
。
さ
り
と
て
、
井
田
制
度

に
関
す
る
若
干
の
文
献

的
史
料
の
存
在
は
、
井
田
制
度
の
実
在
を
否
定
す
る
こ
と
を
跨
躇
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
現
在
の
時
点
に
お
い
て
は
、

井
田
制
度
を
歴
史
事
実

と
し
て
取
扱
う
こ
と
は
な
お
適
当
で
は
な
い
、
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
古
代
中
国
に
井
田
制
な
る
思
想
が
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

在
し
た
こ
と
は
事
実
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
儒
家
的
な
感
覚
で
構
築
せ
ら
れ
た

ユ
ー
ト
ぜ
ア
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、

時
間

.

的

.
空
間
的
な
、
あ
る
わ
く
組
み
の
中
で
、
.あ
る
程
度
実
現
せ
ら
れ
た
社
会
経
済
政
策
で
あ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

だ
が
、
漢
民
族
の
長
い
歴

、

史
を
通
じ
て
、
そ
れ
は
か
な
り
太
き
か
影
響
力
を
持
ち
続
け
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
新
の
王
葬
の
王
田
制
恥
唱
北
魏
に
始

ま

・
て
唐
代
に
完
成
さ
れ
、
や
が
て
崩
壊
し
た
均
田
制
勲

太
平
天
国
に
お
け
る
天
留

畝
制
難

ど
に
対
し
て
・
井
田
思
想
は
先
導
的
な
影

　
　
　
　
　
　

(6
)　
,'

響
力
を
発
揮
し
た
。
歴
史
上
い
く
た
び
と
な
く
蜂
起
し
た
農
民
起
義
に
際
し
て
も
、

中
国
農
民
の
土
地

へ
の
渇
望
を
癒
す
処
方
箋
が
井
冊
思
想

に
求

め
ら
れ
て
言
た
。
い
な
、
今
な
お
井
佃
思
想
の
亡
霊
が
中
国
大
陸
を
さ
ま
よ

っ
て
い
る
観
さ
え
も
あ
る
。

そ
し
て
こ
こ
に
、
井
田
制
度
を

一
つ
の
思
想
、
と
く
に
経
済
思
想
と
し
て
吟
味

の
対
象
と
す
る
現
代
的
意
味
が
あ
る
、
と
私
は
考
え
る
。

　
　
　
　
　

「
孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



「

「孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て

井
田
制
に
関
す
る
文
献
の
主
要
な
も
の
と
し
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(7
)

周

礼

・
孟

子

・
詩

経

・
史

記

・
漢

書

な

ど

が

あ
げ

ら

れ

る
。

中

で

も
紀

元
前

三
世

紀

の

こ

う
に
編

纂
せ
ら
れ
た
と
信
ぜ
ら
れ
る

「
孟
子
」
は
、
史
料
と
し
て
の
信
悪
性
も
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

私
は
、.
こ
の

「
孟
子
」
を
中
心
と
し
て

井

田
制

の
ア

ウ

ト

ラ
イ

ン
を

描

く

こ
と

か

ら

始

め

よ

う
。

σ

'

(
1
)　
た
と
え
ば
、
郭
沫
若
氏
は

一
九
四

五
年
刊

の

「
十
批
判
書
」
野
原
等
邦
訳

「
中
国
古

代

の
思
想
家
た
ち
」
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述

べ
て

い
る
。
.

　
　
　
以
上

の
証
拠

に
よ

っ
て
私
た
ち

は
た
し
か

に
次

の
よ
う
に
言
う

こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
股
周

の
両
時
代
は
乾
豆
腐
式

の
均
田
法
を
実
施
し
た

こ
と
が
あ
り
、
西
周
で

　

,
は
鏑
京

や
洛
陽

で
行

っ
た
だ
け

で
な
く
、
斉
や
衛

に
も
そ

の
あ
と
が
あ

る
。
た
だ
各
地

で
行
わ
れ
た
方
式

に
は
多
少

の
出
入
が
あ

っ
た
。
こ
れ
む
は

一
律
に
浜

田
と
呼
ぶ
こ
と

　
　
が

で
き
、
必
ず

し
も
九

夫
が
井

を
な
す

と
か
八
家
が
井

を
と
も

に
す

る
と

か
に
き

み
る
こ
と

は
な

い
。

こ
の
よ
う

に
き

っ
ち
り
と
区
分
さ
れ
た
田
地

で
あ
る
か
ら
、
そ

の

一
局

　
　
部

か
ら
見

る
と
、
井

の
字
と
非
常

に
よ
く
似
た
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
甲
骨
文
と
金
文
と
を
問
わ
ず
、
井

の
字

の
形

は
現
在
行
わ
れ

て
い
る
楷
書
と
同
様

で
あ
り
、
縦
横

の

　
　
筆
画

は

一
層
き

っ
ち
り
と
と
と

の

っ
て
い
る
コ
　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

一

　
　
　

ま
た
、
穂
積
文
雄
博

士
の

「先

秦
経
済
思
想
史
論
」

一
九

四
二
年

に
は
次

の
よ
う

に
説

か
れ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

、　

　
・

　

　

　

　

　

.

　
　
　

周
は
股
に
代

は
り
て
登
場
し
、

同
姓

又
は
功
臣

を
諸
侯
に
封
建
す

る
と
と
も
に
、

又
従
来

の
群
后

の
多
く

は
本
領
安
堵

を
得
、

か
く

て
周
室

を
中

心
と
し
て
そ

の
下

に
諸
侯

　
　

あ
り
、

王
侯

の
下
に
は
各
卿
、
大

夫
、
士
人
が

あ
り
、
土
地
人
民

を
私
有
す

る
こ
と
と
な
る
。

そ
し
て
王
侯

士
大

夫
は
土
地

の
所
有
者

で
人
民

は
農
奴

と
な

る
。
農
奴

は
初
被

　
　

征
服
民

で
自

由
民

で
は

な
く
、
支
配
階
級
よ
り
そ

の
土
地
を
受

け
、
そ
の
上
に
生
活
を
営
む
代
り
に
支
配
階
級

の
為
に

一
定

の
土

地
を
耕
作

し
又
力
役

に
服
す

る
義
務

を
負

ふ

　
　

も

の
で
、
孟

子

の
有
名
な
井

田
制

は
支

配
階
級

と
農
媒

の
か
く

の
如

き
関
係
が
理
想

化
せ
ら
れ

た
も

の
で
は
な

か
ろ
ヶ

か
と
思

ふ
。

(
第

一
章
緒
論
、
第
三
節
先
秦

経
済
思
想

　
　

史

の
背
景
)　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

・

(
2
)
　
た
と
え
ぽ
穂
積
博

士
の
前
掲
書

に
は
次

の
よ
う
に
み
ら
れ
る
。　

　

　

　
　

　

　
　

、

　
　
　

支

那
の
古
代

に
於

て
か
く

の
如
き
井
田
制
が
存
し
た
か
否
か
は
も
と
よ
り
議
論

の
存
す
る
と

こ
ろ

で
あ
る
が
0
そ
れ
は
今
こ
こ
で
は
問
題

と
な
ら
ぬ
。
な
ぜ
か
な
れ
ば
吾

々

　
　

の
こ
こ
に
問
題
と
す

る
の
は
孟

子
の
思
想

で
あ

り
、
孟

子
が
井

田
制

の
思
想
を
懐
抱

せ
る
こ
と

は

一
の
こ
と

で
あ
り
、
井
田
制

の
存
否
は
他

の
こ
と

で
あ
り
、
井
田
制
の
存
在

　
　

が
否
定

せ
ら
れ

た
り
と
す

る
も
そ

の
こ
と

は
却

て
井
田
制
を
想
定

せ
る
孟
子

の
思
想

に
光
輝
を

増
す
所

以

に
な
る
と
さ

へ
考

へ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ

る
。

(
第
二
章
儒

　
　

家

の
経
済
思
想
、
第

二
節
孟
子

の
経
済
思
想
)

(
3
)
　
班
固

の
漢
書
食
貨

志
に
次

の
よ
う
に
述

べ
ら
れ

て
い
る
。

　
　
　

　
　
　
　
や
や
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
は
か

　
　
　

王
非
…
…
動
も
す
れ
ば
古

を
慕

わ
ん
と
欲

し
時
宜
を
度

ら
ず
。
州

郡
を
分
裂

し
、
職

を
改

め
官

を
作

る
。
令

を
下
し
て
曰
く
、
漢
氏

田
租

を
減
軽

し
て
三
十

に
し
て

一
を
税

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

ひ
り
ゆ
う　
　み　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　
　　
　
　　そ

　
　

す
る
も
、
常

に
更
賦
あ
り
て
罷

懸
も
成
な
出
だ
す
。
而
t
て
豪
民
侵
慶

し
、

田
を
分

ち
仮

を
劫

す
。

厭
の
名

は
三
十
に
し
て
実

は
什

に
五
を
税
す

る
な
り
。
富
者

は
奢
り

て
邪

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

と
も
　
　つ
み　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
お

　
　

を
為
し
、
貧
者

は
窮
し
て
姦
を
為
し
、
倶

に
皐

に
随
い
る
。
刑

用

い
て
錯

か
ず
。
今
天

下
の
田
を
更

め
名
づ
け

て
王
田
と
曰

い
、
奴

婢
を
私
属

と
曰
い
、
皆
な
売
買
す

る
こ
と

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　

よ

　
　

を
得
ず
。
其

の
男

口
八

に
満
ず
し
て
、
田

一
井

に
過
ぎ
る
者

は
、
余

田
を
分

ち
て
九

族
郷
党
に
与

う
。
令
法

を
犯

せ
ば

死
に
至

る
と
。
制
度

又
た
定

ま
ら
ず
、
吏
縁

り
て
姦
を

●

1

　　「

P

●



.

　祠

墜

.

〆　
　
　
◎

T

　
　
費

天
下
簗

然
と
し
て
刑
薩

い
る
藁

・
・
後
三
謹

し
義

民
の
愁
を
知
り
・
認
を
下
し
て
講
窒

田
葎

む
も
の
及
び
私
履

皆
な
売
買
す
る
を
得
し
め
霧

も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な

　
　
わ
る
に
法
を
以

っ
て
す
る
こ
と
勿
し

(食
貨
志
上
)

　
　
　
王
葬
摂
に
居
り
て
漢
の
制
を
変
ず
。
…
…
詔
を
下
す
、
敢
え
て
井
田
を
辮
ザ
、
五
錬
鉄
を
擁
蟹
者
は
、
衆
を
惑
わ
す
と
為
し
て
、
識
を
四
翫
に
投
じ
て
以
っ
て
魑
魅
を
御
せ

　
　
　
　
　
　
　
こ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
た

　
　
し
あ
ん
と
。
是
に
於
い
て
、
農
商
、
業
を
失
い
食
貨
倶
に
廃
れ
て
、
民
、
市
道
に
涕
泣
す
、
田
宅
奴
婢
を
売
買
し
、
銭
を
鋳
る
に
坐
し
て
罪
に
抵
る
者
、
公
卿
大
夫
よ
り
庶
人

　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
　
に
至
る
ま
で
、
称
げ
て
数
う
べ
か
ら
ず
。

(食
貨
志
下
)

(
4
)

斉
魏
収
撰
、
魏
書
食
貨
志
に
い
う
、

　
　
　
太
和
八
年
始
準
古
班
百
官
之
禄

(
大
和
久
年
は
西
暦
四
八
四
年
に
当
る
)

　
　
　
九
年
下
調
、
均
給
天
下
民
田
、
諸
男
夫
十
五
以
上
受
露
田
四
十
畝
、
婦
人
二
十
畝
、
.奴
婢
依
良
丁
、
牛
.一
頭
受
田
三
十
畝
、
限
四
半
、　
(以
下
略
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
十
年
語
口
、
夫
任
土
鈴
貢
、
所
以
通
有
無
、
井
乗
定
賦
、
所
以
均
労
逸
、
有
無
通
則
民
財
不
置
、
労
逸
均
則
人
楽
蕪
菜
、
此
自
書
之
常
道
也
、
又
郷
里
郷
党
之
制
、
所
由
来

　
　
久
、
欲
使
風
教
易
周

　
　
　
北
斉
の
均
田
制
に
つ
い
て
は
、
晴
書
食
貨
志
に
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
　
河
清
三
年

(
五
六
四
年
)
定
令
、
乃
命
人
居
士
家
為
比
鄭
、
五
十
家
為
間
里
、
百
家
為
族
党
、
男
子
十
八
以
上
六
十
五
以
下
為
丁
、
十
六
巳
上
十
七
已
下
為
中
、
六
十
六
以

　
　
上
為
老
、
十
五
以
下
為
小
、
率
以
十
八
受
田
輸
租
調
、
二
十
充
兵
、
六
十
免
力
役
、
六
十
六
退
田
免
租
調
、
京
城
四
面
諸
坊
之
外
、
三
十
里
内
為
公
田
、
受
公
田
者
三
県
代
遷

　
　

(
以
下
略
)

　
　
　
北
周

(
後
周
)
の
制
に
つ
い
て
も
同
じ
く
晴
書
食
貨
志
に
い
う
。

　
　
、
後
周
太
和
作
相
、
創
制
六
宮
、
載
師
事
任
土
之
法
、
弁
夫
家
田
里
之
数
、
会
六
畜
車
乗
之
稽
、
審
賦
役
敷
弛
之
節
、
制
畿
彊
修
広
之
域
、
頒
施
恵
之
要
、
審
牧
産
之
政
、
司

　
　
均
掌
田
里
之
政
令
、
凡
人
ロ
十
已
上
宅
五
畝
、
口
九
已
上
名
四
畝
、
五
口
已
下
宅
二
畝
、
右
室
者
田
百
四
十
畝
、
丁
者
田
百
畝
、
司
賦
事
功
賦
之
政
令
.
(以
下
略
)

　
　
　
晴
の
制
に
つ
い
て
は
左
の
と
お
り
で
あ
る
。
,

　
　
　
高
祖
登
庸

(
五
八

一
年
)
…

:
及
頒
新
令
、
制
人
五
家
為
保
、
保
有
長
、
保
五
為
閻
、
間
四
為
族
、
皆
有
正
。
畿
外
置
里
正
、
此
間
正
。
党
長
比
族
正
、
以
相
検
察
焉
。
男

　
　
女
三
歳
已
下
為
黄
、
十
歳
已
下
為
小
、
十
七
已
下
為
中
、
十
八
以
上
為
丁
、
丁
従
課
役
。
六
十
為
老
、
乃
免
。
自
諸
王
已
下
至
干
都
督
、
皆
給
永
業
田
各
有
蓋
。
多
者
至

一
百

　
　
頃
、
少
者
至
四
十
畝
。
其
丁
男
中
男
永
業
露
田
、
皆
遵
後
斉
之
制
。　
(以
下
略
)

　
　
　
唐
の
均
田
制
に
つ
い
て
は
旧
暦
書
食
貨
志

(上
)
に
左
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
　
武
徳
七
年

(
六
二
四
年
)
始
定
律
令
、
以
度
田
之
制
。
五
尺
為
歩
、
歩
二
百
四
十
為
畝
、
畝
百
為
頃
。
丁
男
中
男
給

一
頃
、
篤
疾
廃
疾
給
四
十
畝
、
寡
妻
妾
三
十
畝
、
若
為

　
　
戸
者
加
二
十
畝
。
所
授
之
田
、
十
分
之
二
為
世
業
、
八
為
口
分
。
世
業
之
田
、
身
死
則
承
戸
者
便
授
之
、
口
分
則
収
入
官
、
更
以
給
人
。
賦
役
之
法
、
毎
丁
歳
入
租
粟
二
石
、

　
　
調
則
随
郷
土
所
産
、
綾
絹
緬
各
二
丈
、
布
加
五
分
之

一
。
輸
綾
絹
緬
老
、
兼
調
綿
三
両
。
輸
布
者
麻
三
斤
。
凡
丁
歳
役
二
句
、
若
不
役
則
収
其
傭
、
毎
日
三
尺
。
有
事
而
加
役

　
　
者
旬
有
五
日
、
免
其
調
、
三
旬
則
租
調
供
先
、
通
正
役
蚊
不
過
五
十
日
。　
　
　
　
　
　
　
　
-
　
・

　
　
　
　
　
　
　

・

　
　
　
百
戸
為
里
、
五
里
為
郷
、
四
家
為
鄭
、
五
家
為
保
、
在
邑
居
者
為
坊
、
在
田
野
者
為
村
、
村
坊
郷
里
、
逓
相
督
察
、
±
農
工
商
四
人
、
各
業
食
禄
之
家
不
得
与
下
人
争
利
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
,-

　
　
　
　
　

「
孟
子
」
井
田
制

の
経
済
思
想

に
つ
い
て
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
三



O

,

」

「
孟
子
」
井

田
制

の
経
済
思
想

に
つ
い
て

四

　
　

工
商

雑
類

不
得
預
於

士
伍
。　

　
　

　
　

,　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

,

(
5
)

洪

秀
全

は

一
八
五
三
年
、
南
京
を
占
領
し
て
国
都

(天
京
)
と

し
、

「
天
朝
田
畝
制
度
」
を
頒
布

し
た
。
そ

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。　

　
　

　
　

囮

　
　
　

最

　耕
者
有
其
田
」
を
原
則
と
し
、
耕
地

の
私
有

を
禁
じ
、
こ
れ
を
国
有

と
し
、
農
民

に
均
分
し
て
耕
作
さ
せ
、
収
穫

の
余
剰
を
政
府

に
納
入
さ
せ
る
。
土

地
は
上

上
か
ら

　
　

下
下
ま
で
九
等

に
区
分
し
、

一
献

で
年

二
回

一
千

二
百
斤
の
穀
物

を
生
産
す

る
上
上
田

一
畝

に
相
当
す
る
面
積

を
、
十
六
才
以
上

の
男
女

に
与
え
、
十

五
才
以
下

に
は
そ
の
二

　
　
分

の

一
を
配
分
す

る
。
二
十

五
戸
を
単
位
と
す
る
村
落

共
同
体

を
編
成

し
、
「国
庫
と
礼
拝
堂
を
お
き
、
銭

穀
の
出
入
、
慶
弔
、
裁
判
、
教
育
、
服
役
、

軍
政

の
こ
と

を
掌
ら
せ

　
　

た
。
各
家

の
周
囲

に
は
桑
を
植
え
女
子

に
養
蚕

・
製

蒜
し
て
衣
服

を
作

ら
せ
戸
毎

に
飼
う
家
畜

は
鶏

五
羽
、
豚

二
頭
と
し
た
。　

　
　
　

　
　

　
.

　
　

　
　

　
　

,

(
6
)
　

「
思
想
」

の
影
響
力
の
大
き

い
こ
と
に
つ
い
て
は
多
言
を
要

し
ま
い
。

こ
こ
に
は
、
℃
.
誤
.
ω
§

虞
①冨
o
『
が
そ

の
著

国
oo
ロ
o
ヨ
凶o
ω
韓
〉
"

ぎ
鐸
o
α
ロ
0
8
蔓

〉
ロ
9
団
ω
一ω
・

　
　

刈0
9

這
雪

に
引

用
し
て
い
る

9

竃

.
閑
o鴇
ロ
o
ω

の
言
葉
を
か
か
げ

て
お
く
。

　
　
　
↓
=
国

一∪
国
〉
ω

O
国

国
O
O
乞
O
竃
屋
目
ω
>
Z
U

幣
O
口

弓
H
O
>
ピ

勺
国
一
ピ
O
uα
O
℃
出
国
幻
ρ

切
O
↓
出

≦
出
国
Z

↓
属
国
嶋

〉
幻
国

国

O
=
↓

>
Z
一)

≦
出
国
Z

↓
出
国
吋

　
　
　

〉
悶
悶

♂
〈
閑
O
Z
O
、
〉
雷

]≦
O
国
国
　
℃
O
≦

岡
垣
周
q
ピ

↓
国
>
Z

　ω

O
O
]≦
]≦
O
Z
い
嶋

d
Z
U
国
男
on
↓
O
O
U
●
一己

国
国
U

目
出
国

芝
○
即
ピ
一)
H
ω
男
O
H
国
U

田
螺

　
　
　

ピ
目↓
目
い
国

国
い
ω
国
.
℃
即
>
O
↓
一
〇
〉
ピ

]≦
切
署
噛
≦

=
O

団
団
い
一局
く
国

↓
=
国
≦
ω
円
い
く
国
ω
↓
O

ゆ
国

O
d
一↓
国

国
×
固
≦
勺
↓

国
労
Ω
≦

>
Z
嶋

一Z
↓
問
い
ピ
団
0
月
q
>
い

　
　
　

一包
団
ト
q
的
之
O
国
ω
》
〉
開
国

q
ω
G
>
ピ
ト
尾

月
国
国

ω
ト
〉
〈
国
Qn
O
閏

oり
Ω
≦
国
】)
N
閃
q
Z
O
↓

国
O
O
Z
Ω
≦
H
on
目
L
≦
〉
一)
]≦
国
Z

一三

>
q
↓
踏
O
閑
一6
団
'
ぞ

国
O

躍
国
〉
図

　
　
　

く
〇
一〇
閣
oQ
一
二

弓
誕
め

》
H即
噂
》
男
切

U
一ω
↓
一ピ
ピ
一客
O

↓
国
国
一男

蜀
寄

Z
N
団

団
即
O
]≦

o◎
O
]≦
切

》
O
>
U
国
]≦
一〇

〇D
O
勾
一閃
じ」
い
国
労

O
閃

〉

国
国
舅

嶋
閏
〉
閃
ω

切
>
O
訳

　
　
　

・・…
あ
O
O
ズ

O
園

H
>
↓
員

一月

目ω
6

国
〉
ρ

2
0
円

く
団
ω
↓
尉
U

舅

嵯
南
島

ω
↓
ρ

≦
田

O
自

》
"
閣

O
>
乏
O
飼
閃
O
q
ω

同
O
閃

O
O
O
U

O
国

国
く
F

.℃
、

.ミ

　
　
　
§

蕊
霧

(お
ω0
)　
　
　
　
　
-
　
　
　

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

(
7
)　
周
礼
は
周
公
の
作
で
官
制
を
中
心
と
し
て
周
代
の
制
度
を
述
べ
た
も
の
と
さ
れ
、
十
三
経
注
疏

に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
後
代
σ
作
、
た
と
え
ば
新
の
王
葬
の
改

　
　
革
に
利
せ
ん
が
た
め
に
作
ら
れ
た
も
の
、
等
の
説
が
あ
る
。
史
記
は
漢
の
司
馬
遷
が
紀
元
前
百
年
の
こ
ろ
に
編
述
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
書
は
後
漢
の
班
固
の
撰
す
る

　
　
と
こ
ろ
、
史
記
よ
り
も
更
に
後
代
の
書
で
あ
る
。

■

ρ

亀　

「

、

一

舳

　
　
「
孟
子
」
は
、
孟
靭
の
没
後
、
そ
の
弟
子
た
ち
が
、
か
れ
の
思
想
を
後
世
に
伝
う
べ
く
編
纂
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。

孟
朝
は
孔
子
の
没
後
約

百
年
、
す
な
わ
ち
紀
元
前
三
七
〇
年
ま
た
は
同
三
九
〇
年
の
・
ろ
、
魯
の
南
方
轡

地
に
生
れ
・
子
忌
の
門
査

つ
い
て
儒
学
を
修
め
或

国

諸
侯
に
遊
説
し
て
、
儒
家
の
理
想
た
る
王
道
政
治
の
実
現
を
期
し
た
が
、
や
が
て
郷
里
に
引
退
し
て
教
育
に
専
念
し
、

紀
元
前
三
百
年
の
前
後

に
没
し
た
よ
う
で
あ
る
。
か
れ
が
梁
の
恵
王
に
ま
み
え
て
政
界
に
デ
ビ

ュ
」
し
た
の
は
、

五
十
才
を
越
え
る
年
輩

の
こ
ろ
と
い
わ
れ
る
が
、
そ

,

L

ぴ

'

■

,

■

、
　
　
　
　
,
.



9

■

、

、

れ
ま
で
の
前
半
生
の
事
績
や
、
生
死
の
正
確
な
年
代
な
ど
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は

「
孟
子
」

に
よ

っ
て
か
れ
の
思
想
を
最

も
よ
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
か
九
が
梁
の
恵
王
お
よ
び
膝
め
文
公
と
交
わ
す
問
答
の
中
に
、

井
田
制
に
関
す
る
思
想
が
う

か
が
わ
れ
る
。
か
れ
の
脳
裏

に
描
か
れ
て
い
た
井
田
制
の
輪
郭
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ょ
う

　
　
農
民
の
生
活
は
村
落
共
同
体

h
郷
」
を
中
心
に
営
ま
れ
る
。
村
落
か
ら

田
圃

へ
の
出
入
り
に
も
、
村
落
の
防
衛
に
も
、
、疾
病

の
対

策
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

-　
　
　
　
　
　
　
　
の　
　
　
　

(1
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
も
、
か
れ
ら
の
協
力
、
相
互
扶
助
が
発
揮
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(2
)　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.

　
　
農
地
は

一
里
四
方

11
九
百
畝
の
広
さ
を
単
位
と
し
て
、
そ
れ
を
縦

・
横
お
の
お
の
三
分
割
、
・す
な
わ
ち
井
の
字
型
に
九
等
分
し
、
そ
の
中

央

の

一
区
画
を
公
田
と
し
、
あ
と
の
土
地
を
八
戸
の
農
家
が
百
畝
ず
つ
占
有
す
を
。
公
田
は
共
同
で
耕
作
し
、
そ
の
収
穫
を
貢
納
す
る
。
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

　
夫
す
な
わ
ち
農
民
の
家
族
で
十
六
才
以
上
の
未
婚
の
男
子
に
は
、
二
十
五
畝
の
土
地
が
支
給
せ
ら
れ
る
。

　
　
宅
地
と
し
て

一
戸

に
五
畝

の
地
が
割
り
当
て
ら
れ
る
が
、
そ
の
周
囲
に
桑
の
木
を
植
え
て
蚕
を
飼
い
、
衣
料
に
充
て
る
。
難

・
豚

・
犬
な

　
ど
小
家
畜
を
飼
育
し
て
食
肉
に
す
る
。
こ
う
し
て
衣
食
住
の
基
本
が
確
保
せ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
仁
義

・
孝
悌
の
教
育
を
奨
励
す
6
と
、
老
人

　
が
重
荷
を
負
う
て
道
路
を
う
ろ
つ
く
よ
う
な
こ
と
が
な
く
な
り
、
五
十
才

・
七
十
才
の
老
人
も
絹
物
を
着
、

肉
を
食
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

　
る
。
人
民
は
飢
え
と
寒
さ
か
ら
解
放
せ
ら
れ
、
こ
こ
に
王
道
政
治
の
経
済
的
基
礎
が
完
成
す
都
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

　
　
政
府
は
農
民
生
活
の
安
定
を
第

一
義
と
す
る
。
ま
ず
、
耕
地
の
配
分
を
公
正
に
す
る
た
め
に
、
そ
の
経
界
を
正
し
く
す
る
。

次
に
、
人
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　き
　

　
の
租
税
負
担
を
軽
く
し
、
ま
た
、
人
々
を
使
役
す
る
に
も
、
農
繁
期
を
避
け
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。
池
や
沼
に
目
の
細
か
い
網
を
入
れ
る
こ

　
と
を
禁
じ
、
一山
林
の
伐
採
に
も
季
節
的
に
制
限
を
加
え
る
等
、
自
然
資
源
の
保
護
を
忘
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
農
産
物
も
林

・
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(7
)

　
産

の
物
も
充
足
し
、
自
給
自
足
的
な
経
済
生
活
が
可
能
に
な
る
6
　
　
　
　

「　
　
　

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

-

　
以
上
が

「
孟
子
」
の
井
田
制
の
青
写
真
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
経
済
思
想
と
し
て
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
背
景
な
り
デ

ィ
テ
ー
ル

を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
以
下
、
若
干
の
観
点
ご
と
に
整
理
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
節
を
改
め
て
吟
味
し
よ
う
。
,

　
　
　
　
　

「孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



彫

　
　
　
　
　

「
孟
子
」
井
田
制

の
経
済
思
想

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
六

.

(
1
)　
郷
田
同
井
、
出
入
相
友
、
守
望
相
助
、
疾
病
相
扶
持

(縢
文
公
章
切
上
)

(
2
)

方

一
里
一
九
〇
〇
畝
の
面
積
は
尺
貫
法
で
約

一
五
・
五
二
町
歩
、
メ
ー
ト
ル
法
で
約

一
五
・
三
九
加
に
相
当
す
る
。
従

っ
て

=
戸
当
り
の
耕
地
面
積

一
〇
〇
畝
は
、

「
町
七

　
　
反
余
髪
た
は

一
・
七
加
余
と
な
る
軌

(
3
)

方
里
而
井
、
井
九
百
畝
、
其
中
為
公
田
、
八
家
皆
私
百
畝
、
同
養
公
冊
、
公
事
畢
、
然
後
敢
治
私
事

(縢
文
公
章
句
上
)　

余
夫
二
十
五
畝

(
同
前
)

(
4
)
　
五
畝
之
宅
、
樹
之
以
桑
、
五
十
者
可
以
衣
吊
　
。
難
豚
狗
饒
之
畜
、
無
失
其
時
、
七
十
者
可
以
食
肉
　
。
百
畝
之
田
、
勿
奪
其
時
、
数
回
之
家
、
可
以
無
飢
突
。
謹
痒
序
之

　
　
教
、
申
之
以
孝
悌
之
義
、
頒
白
者
不
負
戴
於
道
路
　
。
七
十
着
衣
吊
食
肉
、
黎
民
不
飢
不
寒
、
然
而
不
王
者
、
未
之
有
也
。

.(梁
恵
王
章
句
上
)

(
5
)

夫
仁
政
必
自
経
界
始
、
経
界
不
正
、
井
地
不
鈎

(縢
文
公
章
句
上
)

(
6
)
　
王
如
施
仁
政
於
民
、
省
刑
罰
、
薄
其
激

(梁
恵
王
章
句
上
)　
　
　
　
　
　

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,

(
7
)　
不
違
農
時
、
穀
不
可
勝
食
也
、
数
署
不
入
湾
池
、
魚
鼈
不
可
勝
食
、
斧
斤
以
時
人
山
林
、
材
木
不
可
勝
用
也
。　
(
同
前
)

r

二

　
ま
ず
、
井
田
制
の
成
立
基
盤
を
な
す
と
こ
ろ
の
、
行
政

・
財
政
的
な
側
面
に
つ
い
て
見
は
う
。

孟
子
が
周
代
封
建
制

の
上
部
構
造
に
つ
い
て

言
う
と
こ
ろ
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(1
)

　
　

天
子
は
方
千
里
の
地
を
直
領
と
す
る
。
諸
侯
は
公
侯
伯
子
男
に
区
分
さ
れ
る
が
、
公
侯
は
方
百
里
、
伯
は
七
十
里
、
子
男
は
五
十
里
を
そ

　
れ
ぞ
れ
の
所
領
と
す
る
。
天
子
及
び
諸
侯
は
そ
れ
ぞ
れ
、
卿

・
大
夫

・
士
よ
ワ
成
る
官
僚
組
織
を
持
つ
。
天
子
の
卿
は
諸
侯
の
侯
に
、
大
夫

　
は
伯
に
、
元
士
は
子
男
に
、
そ
れ
ぞ
れ
準
拠
し
て
領
地
を
与
え
ら
れ
る
。
諸
侯
の
官
僚
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
.地
位

の
上
下
に
応
じ
て
俸
禄
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
と　
　
.

　
　
　
　
(2
)

　
受
け
る
。
天
子
は
諸
侯
の
国
を
巡
狩

(監
察
)
し
、
諸
侯
は
天
子
に
朝
貢
す
る
。

一
度
朝
貢
を
怠
れ
ば
、
そ
の
爵
を
艇
さ
れ
、

二
度
怠
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(3)

　
領
地
を
削
ら
れ
、
三
度
怠
る
と
出
兵
し
て
国
替
え
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
卿
以
下
の
官
僚
に
は
祭
杞
な
ど
の
用
に
供
す
る
た
め
、

一
人
当
り
五
十

　
　
　

け
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　る
　

　
畝

の
圭
田
が
支
給
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
重
要
な
問
題
は
、
天
子
、
-諸
侯
お
よ
び
天
子
の
官
僚
た
ち
の
有
す
る
領
主
と
し
て
の
地
位

の
内
容
で
あ
る
。
換

言
す
れ
ば
、
周
代
封
建
制
度
の
根
幹
を
な
す
と
こ
ろ
の
、

い
わ
ゆ
る

「封
建
」

の
経
済
的
内
容
で
あ
る
。

)

■

P



の

O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(5
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ　
　

　
国
土
は
、
天
下
に
王
た
る
天
子
の
直
領
地
す
な
わ
ち
畿
内
と
、
諸
侯
が
封
建
せ
ら
れ
た
邦
国
と
に
分
か
れ
る
。
畿
内

は
方

一
千
里
で
、
天
子

は
こ
れ
を
領
す
る
天
下
最
大
の
地
主
で
も
あ
る
。
天
子
は
そ
の
中
か
ら
自
己
直
属
の
官
僚
た
ち
に
釆
地
を
与
え
る
。
従

っ
て
、
天
子

は
そ
の
残

余

の
土
地
に
対
し
て
、
直
接
地
主
た
る
関
係
を
持

つ
こ
と
に
な
る
。
乗
地
を
与
え
ら
れ
た
天
子
直
属
の
卿

・
大
夫

」
士
た
ち
は
、
そ

の
土
地
に

つ
い
て
直
接
の
地
主
と
な
る
。
邦
国
に
お
い
て
は
、
封
建
諸
侯
が
そ
の
土
地
に
つ
い
て
領
主
権
を
持

つ
。
"

　
領
主
と
し
て
の
天
子

・
諸
侯
お
よ
び
天
子
直
属
官
僚
た
ち
の
経
済
上
の
立
場
は
、
ほ
と
ん
ど
同

一
で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
領
主
の
下

で
、
農
民

は

一
定
面
積
の
土
地
を
割
り
当
て
ら
れ
、
農
業
を
営
み
、
収
穫
の
十
分
の

一
程
度
の
年
貢
を
納
め
る
わ
け
で
あ
る
。

.
次

に
井
田
制
の
税
制
的
側
面
を
も
う
少
し
掘
ヶ
下
げ
て
み
よ
う
。

　
夏

(前
一
=
世
紀
-
前

一
六
世
紀
こ
ろ
)
の
時
代
に
は
貢
と
称
し
、
過
去
数
年
間
の
平
均
収
穫
を
標
準
と
し
て
課
税
し
た
。
こ
の
方
法
は
、
豊
年

に
は
そ
の
収
穫
に
比
し
相
対
的
に
少
量
の
穀
物
を
徴
し
、
不
作
の
年
に
は
相
対
的
に
多
量
の
穀
物
を
徴
収
し
、
農
民

の
苦
痛
を
加
重
さ
せ
る
と

い
う
不
合
理
を
生
じ
た
。

　
そ

こ
で
股

(前
十
六
世
紀
-
前
十
一
世
紀
こ
ろ
)
で
は
v
井
田
法

(そ
の
財
政
的
側
面
を
助
法
と
称
す
る
)
に
改
め
、
九
〇
〇
畝
の
収
穫
か
ら
公
田

一

〇
〇
畝
分
の
収
穫
を
徴
す
る
こ
と
と
し
た
。
西
周

(前
十
一
世
紀
-
前
七
七
〇
年
ご
ろ
)
の
時
代

に
は
、
股
代
の
手
法
を
と
り
入
れ
た
徹
法
を
採
用

し
た
・
と
い
駝

　
孟
子
は
、
都
城
の
内
と
近
郊
の
地
域

(国
ま
た
は
郷
と
い
う
)
に
は
収
穫

の
十
分
の

一
を
申
告
納
税
さ
せ
、
そ
れ
よ
り
遠
方
の
地
域

(野
と
い
う
)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(8
)
,

に
は
助
法
を
適
用
す
る
、
と
い
う
二
本
立
て
の
課
税
方
法
を
提
唱
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

.
,
.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ぱ
　

　
税
率

に
つ
い
て
は
、
'夏
股
周
三
代
を
通
じ
、
お
お
む
ね
十
分
の
一
で
あ
る
。
低
文
化
の
野
蛮
国
な
ら
、
財
政
規
模
は
小
さ
く
、

二
十
分
の

一

程
度

の
低
い
税
で
も
賄
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
中
国
の
よ
う
な
文
化
的
に
高
い
所
で
は
、
城
郭

・
宮
室

・
宗
廟

・
祭

杞
、
あ
る
い
は
諸
侯
の
幣

　
　
よ
う
そ
ん

吊

・
餐
喰
と
い

っ
た
文
物
制
度
の
整
備
し
た
政
府
は
、
総
生
産
の
十
分
の

一
程
度
の
財
源
を
必
要
と
す
る
。

さ
り
と
て
、
こ
れ
よ
り
高
い
税
率

　
　
　
　
　

「孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七



'

・

「孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て

八

で

は
、

農

民

の
生

活

を

窮

迫
ざ

せ

、

苛
斂

誅
求

に
走

る

お
そ

れ

も

出

て
く

み

か

ら
不

可

で
あ

る
。

結

局

十

分

の

一
が

、

高

か
ら

ず

低

か

ら
ず

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10
)

理

想

的

な

税

率

で

あ

る
、

と

す

る
。
　

　

　

'

　

農

民

に
対

す

る
強

制

課
徴

に

は
、

右

に

み

た

田
租

(
粟
米
之
征
)

の
他

に
、

女

性

の

家

内

仕

事

の

生
産

物

た

る
布

や

締

を

対

象

と

す

る
も

の

　

ふ　
る

(布
縷
之

征
)
、

お

よ

び
、

土

木

工

事

や

国

土
防

衛

の

た

め

の
力

役

に
労

働

を
提

供

さ

せ
る

竜

の

(
力
役
之

征
)
が

あ

る
。

孟

子

は

こ
れ

ら

三
征

の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(11
)

う

ち
、

一
つ
だ

け

(粟
米
之
征
)
を

と

り

あ
げ

、

他

の

二
者

は
緩

く

す

る
よ

う

に
主

張

し

て

い

る
。

'

　
(1
)

天
子
之
制
　
地
方
千
里

(万
章
章
句
下
)

　
　
　
　
邦
畿
千
里
　
維
民
所
止

(詩
、
商
頒
、
玄
鳥
)

　
(
2
)

大
国
地
方
百
里
、
君
十
卿
禄
、
卿
禄
四
大
夫
、
大
夫
倍
上
士
、
上
士
倍
中
士
、
中
士
倍
下
士
、
下
士
与
庶
人
在
官
者
回
禄
、
禄
足
以
代
其
耕
也
。

　
　
　
　
次
国
地
方
七
十
里
、
君
十
卿
禄
、
卿
禄
三
大
夫
、
大
夫
…
・:

　
　
　
　
小
国
地
方
五
十
里
、
君
十
卿
禄
、
卿
禄
二
大
失
、
大
夫
…
…

(万
章
章
句
下
よ
り
)

　
(3
)
　
告
子
章
句
下

　
(
4
)
　
隙
文
公
章
句
上

　
(
5
)　
薄
天
之
下
　
莫
非
王
土

　
　
　
　
率
土
之
濱

莫
非
王
臣

(詩
、
小
雛
、
北
山
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
(
6
)　

「
邦
国
」
に
つ
い
て
、
田
崎
仁
義
博
士
は
、
邦
は
平
和
的
先
占
に
よ
る
領
地
で
あ
り
、
国
は
武
力
的
占
領
に
よ
る
領
地
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
。
田
崎
仁
義
、

「
支
那
古
代
経

　
　
　
済
思
想
及
制
度
」

一
九
二
四
年
、
第
二
部
第
四
編
第
二
章
邦
及
び
国
な
る
文
字
の
上
に
現
れ
た
る
領
地
発
生
原
因
参
照

　
　
　
　
天
子
が
諸
侯
や
官
僚
の
領
有
権
の
上
に
保
持
す
る
最
高
権
を
、
田
崎
博
士
は

「
天
下
的
領
土
権
」
と
呼
び
、
そ
の
主
な
効
力
と
し
て
は
、
諸
侯
を
封
建
し
、
官
僚
に
采
地
を

　
　
　
与
え
、
ま
た
は
領
主
権
や
乗
地
権
を
削

っ
た
り
剥
奪
す
る
こ
と
で
あ
る
と
せ
ら
れ
る
。
前
掲
書
第
二
部
第
四
編
第
三
章
畿
内
天
下
及
び
諸
侯
の
邦
国
封
建
の
意
義
参
照

　
(
7
)

貢
者
較
数
歳
之
中
以
為
常
。
楽
歳
粒
米
狼
戻
、
多
取
之
而
不
為
虐
、
則
寡
取
之
。
凶
年
糞
其
田
而
不
足
、
則
必
取
盈
焉
。
　
(膝
文
公
章
句
上
)
本
節
注
(
9
)参
照

　
(
8
)
　
請
野
九

一
而
肱
、
国
中
什

一
使
自
賦

(同
前
)

　
(
9
)

夏
后
氏
五
十
而
貢
、
股
人
七
十
而
助
、
周
人
百
畝
而
徹
、
其
実
皆
什

一
也

(同
前
)

　
(
10
)

告
子
章
句
下
　
な
お
、
加
藤
繁

「支
那
経
済
史
考
証
」
-附
篇
、
支
那
古
田
制
の
研
究
参
照

　
(
11
)

有
布
縷
之
征
、
粟
米
之
征
、
か
役
之
征
。
君
子
用
其

一
、
緩
其
二
。
用
其
二
、
而
民
有
樽
。
用
具
三
、
而
父
子
離

(公
孫
丑
章
句
上
)　
　
　
　
　
　
　
　
「
,　
　
　

・

、

,
　
.

、

も

●



●

三

O

　

井
田
制
の
も
と
で
、
農
民
の
経
済
生
活
は
ど
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か
。
孟
子
に
よ
れ
ば
、
農
民
は
所
与
の
土
地
を
対
象

に
力
を
労
し
て
小
人
の

事
を
行
な
い

(肉
体
労
働
に
従
事
し
)、
人
に
治
め
ら
れ

(被
支
配
者
の
地
位
に
あ
ゲ
)
て
・
人
を
養
な
う
こ
と

(食
料
生
産
)
に
専
念
す
研
削

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

　
農

民
は

一
戸
当
り
百
畝
、
家
に
余
夫
が
あ
れ
ば
プ
ラ
ス
若
干
の
土
地
を
占
有
し
、
耕
作
す
る
。
池
や
沼
か
ら
は
魚
類
が
と
れ
る
し
、
山
林
か

ら
は
材
木
が
出
る
。
五
畝
の
宅
地
の
周
囲
に
植
え
た
桑
で
、
女
子
は
養
蚕
に
は
げ
み
、
布
吊

・
衣
類
を
作
る
。

ま
た
、
戸
ご
と
に
難
や
豚
や
犬

　
　
　
　
　
　
　き
　

な
ど

を
飼
育
す
る
。
こ
れ
ら
に
よ

っ
て
、
老
人
た
ち
も
温

か
い
絹
物

の
衣
類
や
栄
養
価
の
高
い
食
肉
に
不
自
由
し
な
い
。

穀
物
や
布

帛
類
の
余

剰
部
分
は
、
他
の
生
産
物
と
の
交
換
に
充
麹

・
う
し
て
、
生
者
を
養
い
死
婁

費
る
・
と
篤
難

き
最
低
生
県

保
障
せ
ら
紮

・
政
府

が
軽
賦
薄
赦
を
旨
と
し
て
、
農
民
の
負
担
す
べ
き
財
政
課
徴
を
適
度
一

十
分
の
一
税
と
、
農
繁
期
を
外
し
た
力
役
の
程
度
1

な
ら
し
め
れ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(6
)

ば

、

こ

こ

に
王
道

政

治

の
基

盤

は
成

る
。

か
く
て
、
五
穀
が
有
り
余

・
て
、
恰
か
も
畠

財
の
よ
う
に
さ
え
麹

・
ど
敵

夢
で
は
な

い
・

こ
う
見
て
く
れ
ば
・
農
民
に
と

・
て
蕪

ず
く
め
の
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、

農
民
の
生
活
に
は
い
ろ
い
ろ
な

義
務
や
制
約
が
あ
る
。

農
民
は
租
税
と
も

小
作
料
と
も
み
ら
れ
る

「
田
租
」
を
領
主
に
支
払
う
。
こ
の

「粟
米
之
征
」
の
ほ
か
に

「力
役
之
征
」
お
よ
び

「布
縷
之
征
」
,も
農
家
の
負
担
す
る
と
こ
ろ
で
あ
砲
。

軽
賦
薄
敏
は
儒
家
の
理
想
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
な
か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
。
詩
経
に
は
苛
斂
誅
求

に
あ
え
ぐ
農
民
の
訴
え

　
　
　
㍗　
　
　
　
　
　
　
　
　
(9
)　
　
　
　
、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　̀
'

が
少

な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
か
れ
ら
の
生
活
圏
は

「郷
」
の
藷

内
に
限
定
せ
ら
麺

・
農
民
は
・、
土
地
に
付
随
し
た
も
の
と
し
て
・
前
節
に
み
た
よ
う
な
行
政

組
織

の
下
部
構
造
と
し
て
の
隣
保
組
織
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
主
に
所
有
せ
ら
れ
る
。
農
民
の
土
地
に
対
す
る
権
利
は
甚
だ
不
完

全
な
も
の
で
あ

っ
て
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
地
上
権
な
い
し
小
作
権
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

宅
地
に
つ
い
て
は
所
有
権
に
近
い
も
の
が
認
め

　
　
　
　
　

「孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
　

　

　

　

　

、　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
九

馳



、

0

　
　
　
　
　
　
　
「孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(11
)

ら
れ

る
が
、
耕
作
地
に
つ
い
て
は
小
作
権
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
.土
地
を
自
由
に
処
分
す
る
権
限
は
農
民
に
は
与
え
ら
れ
な
い
。

要
す
る
に
、
農
民
の
負
担
す
べ
ぎ
強
制
課
徴
は
為
政
者
の
悠
意
に
任
せ
て
何
等
の
歯
止
め
も
な
く
、
財
産
所
有
の
権
を
欠
き
、

の
自
由
も
制
限
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

っ
て
、
か
れ
ら
の
地
位
は

「
農
奴
」
に
類
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
,

居
住

・
移
動

(
1
)　
有
大
人
之
事
、
有
小
人
之
事

。
…
…
或
労
心
或

労
力
つ
労
心
者
治
人
、
労
力
者
治
於
人
。
治
於
人
者
食
人
、
治
人
者
食
於
人
。
天
下
之
通
義
也
。　

(縢
文
公
章
句
上
)

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

め
ん

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

た
い
で
ん

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ほ
でん

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

し
ち
が
つ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　
ひ
ん
ゑ
う

　
　
　
春
秋
時
代
の
農
民
の
生
活
状
況
を
隻

・
も
の
に
慈

が
魂

り
膣

綾

痛

風
毛

銀

外
篇

理

什
の
.浦
廻

.「大
田
・、
大
雅
文
王
之
什
の
「縣
.、
生
民
,

　
　
　
　
　
　
　
　

・
「公
劉
」
、
周
頚
臣
工
之
什
の

「
臣
工
」
・
「臆
嘔
」、
関
予
小
子
之
什
の

「
載
斐
」、
豹
頒
駒
之
什
の

「
悶
宮
」
な
ど
。

　
　
之
什
の

「生
民
」

　
　
　
ま
た
、
春
秋
末
期
の
農
家
生
計
の
バ
ラ
ン
ス
を
示
す
も
の
に
漢
書
食
貨
志
所
載
李
埋
の
尽
地
力
の
教
が
あ
る
。
彦
根
論
叢
第

コ
二
二
.
=
二
三
合
併
号
、
拙
稿

「
孔
子
の
経

　
　
済
思
想
の

一
断
面
」
参
照
　
　
.　
　

.　
　

,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ

(
2
)

第

一
筋
注
(
3
)参
照

　
　
　

「
周
礼
」
で
は
、
百
畝
は
上
田

(
毎
年
収
穫

の
あ
る
不
易
の
田
)
に
つ
い
て
の
定
め
で
あ
り
、
中
田

(
一
歳
は
休
ん
で

一
歳
耕
や
す
、

一
易
の
田
)
な
ら
ば
二
百
畝
、
下
田

　
　

(
二
歳
休
ん
で

一
歳
耕
や
す
、
再
易
の
田
)
な
ら
ば
三
百
畝
と
す
る
。
公
田
と
私
田
の
別
も
な
く
、
耕
地
の
区
画
も
必
ら
ず
し
も
井
手
型
で
は
な
い

(周
礼
十
、
地
官
司
徒
)

(
3
)

第

一
節
注
(4
)
・
(
7
)参
照

　
　
　
孟
母
難
、
二
母
鼠
、
無
失
其
時
、
老
者
足
以
無
朱
肉
　

(尽
心
章
句
上
)

(
4
)

子
不
通
功
易
事
3
以
羨
補
不
足
、
則
農
有
余
粟
、
女
有
余
布
。
子
如
通
之
、
則
梓
匠
輪
輿
皆
得
食
於
子
ゆ　
(縢
文
公
章
句
下
)
,

(
5
)

第

一
節
注
(
4
)参
照

　
　
　
民
之
為
道
也
、
有
恒
産
者
有
佐
心
、
無
恒
産
者
無
恒
心
。
　
(縢
文
公
章
句
上
)

　
　
　
第

一
筋
注
(
7
)
の
文
に
続
い
て
孟
子
曰
く
、

　
　
　
足
使
民
養
生
喪
死
無
憾
也
。
養
生
衰
死
無
憾
、
王
道
之
始
也
。
　
(
同
前
)

(
6
)
　
第

一
節
注
(4
)
・
(
6
)参
照

　
　
　
是
政
賢
君
必
恭
倹
礼
下
、
取
於
民
有
制

(隆
文
公
章
句
上
)　
　

,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.　
　
　
　
　
　
　
　

・　

r

(
7
)

民
非
水
火
不
生
活
。
昏
暮
叩
人
之
門
戸
求
水
火
、
無
弗
与
者
、
至
足
　
。
聖
人
治
天
下
、
使
有
藏
粟
如
水
火
。
蔽
粟
如
水
火
、
而
民
烏
有
不
仁
者
乎

(
尽
心
章
句
上
)

　
　
　
穂
積
文
雄
博
士

「
先
秦
経
済
思
想
史
論
」
七
〇
頁
参
照

(
8
)

前
節
注
(
11
)参
照

(
9
)

国
風
・
屑
繭
の

藻

籔

・
召
南
の

「
蹴
謙

」・
欝

の

「響

」・
衛
風
の

徹

禦
L・
王
風
の

「
君
子
蓼

」
・
麟

菊

L
・
欝

の

%
鰹

L、

磯

鼠
」、

唐
風
の

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

こ
う
が
ん

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

り
く
ゆ
つ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

き
ち
じ
つ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

し
ゃ
こ
う

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

さ
いき

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

す
いし
ゃ

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

て
いと

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

ろ
く
り
い

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
さ
い
び

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
と
うざ
ん

　

　
　
ほ
う
う
　
　
　
ひ
ん

　

　

「
鴇
羽
」
、
山
風

の

「
東
山
「

小

雛
、
鹿
鳴
之
什
の

「
采
薇
」
.
「出
車
」
.
「
秋
杜
」
、
南
有
嘉
魚
之
什

の

「
六
月
」
.
「
朱
色

」
.
「
庫
攻
」
.
「
岩
日
」
、

鴻
鷹
之
什
の

「
鴻
雁
」
.

㍉

,

'

■

＼



`

蟻

,

●

　

　

　
　

き
ほ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほく
ざ
ん

　

　

　

「祈

父
」
、
谷
風
之
什
の

「
北
山
」
な
ど
。

　

　
(
10
)　
死
徒
無
出
郷

(孟

子
、

同
前
)

こ
の

一
句
に

つ
い
て
解
釈
が
ま
ち
ま
ち

で
あ
る
。
た
と
え
ぽ
、
小
林
勝
人
訳

注

「
孟
子
」
　
(
岩
波
文
庫
)

に
は

コ

家

の
大
事

な
働
き
手
が

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
きす
ら
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ふ
る
さ
と

　

　

　

死

ん
で
も
遺
族
は
他

郷
に
流
浪
す

る
も

の
は
な
く
、
〔田
地
が
悪
く
て
取
り
換
え
て
も
ら
い
〕
引

っ
越
す

こ
と
は
あ

っ
て
も
、
故
里
を

は
な
れ
去
る
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。L
と

　

　

　

あ

る
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

き
よ
う

　

　

　
　

貝
塚
茂
樹
訳
、
世
界

の
名
著

3

「
孟
子
」
で
は
、
「
死
亡
ま
た
は
転
居
す
る
ま
で
、

同
じ
郷

か
ち
離
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
解
す
る
。

　

　

　
　

.
冒
ヨ
oω
い
①暗
晦
ρ

∪
・
U
■層
↓
『
o
O
臨
σq
ヨ
9

0
三
器

ω①
↓
①
×
什
o
h
月
琴

ミ

o葺

ω
oh
]≦
o
琴
冒
ω
冨
2

に
は

..O
P

8
富
。陰
δ
5

0h
ユ
Φ彗
7

0
『
「
o
旨
5
〈
9

h「o
ヨ

　

　

　

o
ロ
o
良
妻
①≡

口
ぴq

8

聲

o
夢
①5

穿
①お

≦
博一一
び
o
昌
o
ρ
急
け二
轟

芽
o
島
ω
け「
皆
ρ

と
あ
る
。

　

　

　
　

　

「
郷
」
の
規

模
に

つ
い
て
は
、
周
礼
十
、
地
官
司
徒
、
大

司
徒
之
職
掌

の
項

に
は
左

の
よ
う
に
あ

る
。

　

　

　
　

令

五
家
為
比
、
使
之
相
保
。

五
比
為
間
、
使
之

相
愛
。

四
間
為
族
、
使
之
相
葬
。
五
族
為
党
、
使
之
相
救
。

五
党
為
州
、
使

之
相
鯛
。

五
州
為
郷
、
使
之
相
賓
。

　

　

　
　

ま
た
漢
書
食
貨
志
上
に
は

　

　

　
　

五
家
為
鄭
、
左

郡
為
里
、

四
里
為
族
、

五
族
為
党
、
五
党
為
州
、

五
州
為
郷

　

　

　

と
あ
り
(

い
ず

れ
も

一
郷

=

一五
〇
〇
戸
と
す
る
。

　

　
(
11
)　

凪
崎
仁
義

「
支
那
古

代
経
済
思
想
及
制
度
」
第

二
部
第
四
編
第
四
章

「
授
田
制
の
根
本
義
」
参
照
、
な
お
田
崎
博
士
は
、
土

地
均
分
法

の
発
生
理
由
と
し
て
、

井
田
制
が
土

　

　

　

地

の
利
用
法
と
し
て
、
地

主
に
と

っ
て
最
も
有
利
で
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘

し
て
お
ら
れ
る
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

四

　

本

節

で

は

井

田

制

の

社

会

経

済

的

な

側

面

に

つ
、い

て

巨

視

的

な

視

点

か

ら

吟

味

し

よ

う

。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

(1
)

　

前

節

に

み

た

よ

う

に

、

孟

子

は

、

土

地

を

分

与

せ

ら

れ

た

農

民

が

そ

の

百

畝

の

土

地

を

耕

や

す

こ

と

に

専

心

勤

労

し
、

衣

食

住

に

わ

た

る

自

給

自

足

的

な

経

済

生

活

を

営

む

べ

き

こ

と

を

理

想

と

し

、

こ

の

こ

と

を

井

田

制

成

立

の

重

要

な

基

礎

と

し

て

い

る

。

し

か

し

、

孟

子

の

出

た

戦

国

時

代

と

も

な

れ

ば

、

社

会

経

済

の
発

展

は

か

な

り

目

ざ

ま

し

い

も

の

が

あ

り

、

春

秋

時

代

と

比

較

し

て

も

、

相

当

な

相

違

が

あ

っ
た

筈

で

あ

(2
)
る
。

孟
子
は
、
こ
の
点
を
看
過
し
て
、
か

っ
て
聖
王
の
世
に
行
な
わ
れ
た
と
信
ず
る
井
田
制
を
、
戦
国
紊
乱
の
世
に
行
な
わ
ん
と
す
る
、
時
代

.
錯
誤
に
陥
い
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(翫
)

　

司
馬
遷
が
老
子
流
の
小
国
寡
民
論
を
批
判
し
た
の
と
同
じ
言
葉
が
、
孟
子
の
井
田
説
に
対
し
て
も
あ
て
は
ま
り
そ
う

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
隅

　
　
　
　
　
　
　
「
孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

.　
　

」　
　
,

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
一



　
　

　
　
　

「孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　̀
　
　
　
　

一
二

孟
子
と
て
も
時
代

の
趨
勢
と
し
て
、
.社
会
経
済
が
発
展
し
、
社
会
的
分
業
に
も
と
ず
く
交
換
経
済
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
　

(
4
)
る
。
し
か
し
、
諸
侯

の
城
下
町
が
商
工
業
の
中
心
と
し
て
繁
栄
し
、
大
都
市
化
し
つ
つ
あ
り
、

農
村
に
も
貨
幣
経
済
が
浸
透
し
、
貧
農
た
ち
は

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　お
　

手

つ
取
り
早
い
貨
殖

の
道
は
工
業
で
あ
り
商
業
で
あ
る
之
と
を
知
り
、

田
圃
を
捨
て
て
都
会
に
出
て

一
旗
あ
げ
よ
う
と
望
む
者
が
続
出
し
て
い

る
と

い
う
状
況
下
に
お
い
て
、
農
民
を
村
落
共
同
体
に
束
縛
す
る
こ
と
は
、
大
き
な
抵
抗
に
遭

っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
れ
は
い
わ
ば
人
情

の
自

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　ア
　

然
に
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

司
馬
遷
は
自
由
主
義
的
な
考
え
方
で
、
経
済

の
運
行
は
自
然
に
任
せ
る
の
が
上
策
で
あ
り
、
国
家
権
力
に
よ
る
介
入

・
統
制
は
望
ま
し
く
な

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　き
　

い
と
す
る
。
か
れ
は
社
会
的
分
業
と
営
利
原
則
と
に
も
と
つ
く
経
済
の
自
由
主
義
的
運
行
を
是
認
す
る
。

-

こ
れ
に
対
し
て
、
孟
子
の
井
田
説
に
み
ら
れ
る
基
本
的
な
考
え
方
は
、
人
為
的
、
計
画
経
済
的
で
あ
る
。

孟
子
は
、
勝
の
文
公
に
対
す
る
進

』
=口
の
.中
で

　
　

詩
に
云
う
、
・我
が
公
田
に
雨
ふ
ゲ
て
、
遂
に
我
が
私
に
及
ぶ
と
。
惟
だ
助
は
公
田
有
り
と
為
す
。
此
れ
に
由

っ
て
之
を
観
れ
ば
、
周
と
錐

　

も
亦
助
す
る
か

と
述
べ
て
い
る
が
、
詩
の
片
言
隻
句
革
頼
ら
ね
ば
な
ち
ぬ
程
、
史
料
が
乏
し
か
っ
売
も
の
と
為
察
せ
ら
れ
る
。

こ
れ

に
よ

っ
て
み
れ
ば
、
孟
子

の
井
田
説
は
、
過
去
に
お
け
る
体
験
と
か
、
確
実
な
歴
史
事
実
に
基
づ
く
も
の
匙
云
う
よ
り
は
、
多
分
に
か
れ
ま
た
は
先
人
の
思
索

の
結
果
と

し
て
案
出
せ
ち
れ
た
も
の
と
云
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
角
、

孟
子
は
こ
の
井
田
制
を
基
本
と
す
る
政
治
改
革
を
諸
侯
に
遊
説
し
た
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
の
改
革
は
、
社
会
経
済

の
運
行
を
今
ま
で
の
よ
う
に
自
然
の
勢
に
任
せ
る
こ
と
な
く
、
農
民
を
拘
束

し
、
均
等
の
耕
地
と
宅
地

と
を
与
え
、
耕
作

・
養
蚕
に
兼
ね
で
林

・
水
産
を
も
行
な
わ
せ
、
そ
の
生
産
物
の
大
部
分
は
自
家
消
費
に
、　
一
部
は
財
政

へ
の

一
方
的
転
渡
に

ま
た

一
部
は
他
財
と
の
交
換
に
、
ど

い
う
よ
う
に
、
青
写
真
に
も
と
づ
い
て
経
済
全
体

の
営
み
を
計
画
的

・
統
制
的

に
運
営
し
よ
う
と
い
う
、

体
制
転
換
的
要
素
を
含
む
も
の
で
あ

っ
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ノ



,

噂

(
1
)

失

以
百
畝
之

不
易
、
為
己
豪
者
農

夫
也

(縢
文
公
章
句
上
)

(
2
)
　
司
馬
遷
は
史
記
貨
殖

列
伝

に
お
い
て
、
こ
の
こ
ろ
の
社
会
経
済

の
動
き
を
よ
く
描

い
て
い
る
。

(
3
)

老
子
日
至
治
之
極
、
郷
国
相
塾
、

難
狗
之
声
相
聞
、
民
各
甘
共
食
、
美
呉
服
、
安
真
俗
、
楽
典
業
、
至
老

死
不
相
往
来
。
必
周
此
為
務
、
輓
近
世
職
塗
民
耳
目
、
幾
難
行
突

　

　

(史
記
、
貨

殖
列
伝
)
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　

、

(
4
)

孟
子

の
社
会
的
分
業
論
と

し
て
は
、
許
行

の
徒

険
相
と
の
問
答

(縢
文
公
章
句
上
)
が
有
名

で
あ

る
。

(
5
)　
前
節
注
(
1
)
第
三
項
、
李
怪

の
尽
地
力
之
教
参
照
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
.　
　
　
　

　

・

　

　
　

　
　
　

　

も　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　し
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　よ

(
6
)

実
れ
、
貧

を
用

っ
て
富
を
求
む

る
は
、
農
は
工
に
如

か
ず
、
」工
は
商

に
如

か
ず
。
繍
文
を
刺
す

は
、
市
門

に
侍

る
に
如

か
ず
。
此
れ
宋
業

は
貧
者

の
資
な
る
を
言

ふ
な
り
。

　

　

(史
記
、
貨
殖
列
伝
)
　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

.　

.

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
,

,

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
な

(
7
)

故

に
曰
わ
く
、
天
下

煕
煕
と
し

て
皆
な
利
の
為

め
に
来
り
、
天
下
壌
壌
と
し
て
皆

な
利

の
為
め

に
往
く
と
。
夫
れ
千
乗

の
王
、
万
象

の
侯
、

百
室

の
君
、
尚
お
猶

お
貧
を
患

　

　
う
。
而

る
を
況
ん
や
匹
夫
編
戸

の
民
を
や

(同
前
)　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　

'

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

いザ
く

(
8
)

農
を
待
ち
て
之

を
食

ら
い
、
虞

し
て
之
を
出
だ
し
、

工
し
て
之
を
成
し
、
商
し
て
之
を
通
ず
ρ
此

れ
寧

ん
ぞ
政
教

・
発
徴

・
期
会
有

ら
ん
や
,
人
各
そ

の
能

に
任
じ
、
そ

の

　

　
　

つく

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

た
か

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
コも
と

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　
ひ
く

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

お
もむ

　

　
力
を
娼
し
て
以

っ
て
欲
す
る
所

を
得
。
故

に
物

賎
し
く
し
て
貴
き

を
徴

め
、
貴
く
し
て
賎
し
き
を
徴

め
、
各
そ

の
業
を
勤

め
、
其
の
事

を
楽

し
む

こ
と
、
水

の
下
き

に
趨
く
が

　

　
ご
と

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　
ま
ね　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
　
　
　
　
　
　
ふ

　

　
若
く
、
日
夜
、
休
む
時
な
し
。
召

か
ず
し
て
自

ら
来

り
、
求
め
ず
し
て
民
之
を
出
だ
す
。
豊

に
道

の
符
す
る
所
に
し
て
自

然

の
験

に
非
ず
や
。　

(同
前
)

五

　
井

田
制
が
ど
の
程
度
実
現

せ
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
井
田
制
の
崩
壊
を
証
す
る
史
料
が
若
干
存
在
す
る
わ
け
で
、
そ
の
.こ
と
が
、
「

崩
壊

の
前
提
と
し
て
井
田
制

の
存
在
を
証
拠
づ
け
る
こ
と
に
も
な
る
。

季

に

実

れ
仁
政
は
必
ら
ず
経
界
よ
り
始
ま
る
。
経
界
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
井
地
劔
し
か
ら
ず
、
馨

平
ら
か
な
ら
ず
・

あ

故
に
暴
君

舞

は
、
必
ら
ず
其
の
経
界
を
弊

・
経
界
既
に
正
し
け
れ
ば
、
田
を
分
ち
禄
を
制
す
・
ご
ζ

篶

に
し
て
定
む
べ
き
碗

」

と
あ
る
が
・

・

地
形

.
地
勢
の
如
何
に
よ

っ
て
は
画

一
的
な
井
田
制
の
実
施
は
難
し
く
、
経
界
を
正
す
之
と
が
困
難
で
、

経
界
を
慢
る
暴
君
汚
吏
の
輩
が
少
な

く
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
　

　
ま
し
て
春
秋
の
は
七
め
百
余
国
を
数
え
た
邦
国
は
、
激
し
い
弱
肉
強
食
の
淘
汰
を
経
て
戦
国
七
雄
に
整
理
せ
ら
れ
る
、
一政
治
的
な
激
変
の
時

　
　
　
　
　
　
　
「孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



●

　
　
　

　
　

「
孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

代
で
あ
る
。
領
主
と
農
奴
と
の
関
係
も
ま
た
変
動
し
て
止
ま
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
漢
書
に
も
、

「
周
室
既
に
衰
え
て
、

暴
君
汚
吏
、
そ
の
経

　
　
み
だ
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
し
い
ま
ま
お
こ
　
　
　
　
　
　
　　

界
を
優

り
に
し
、
孫
役

横

に
作
り
て
政
令
信
な
ら
ず
。

上
下
相
詐
り
て
公
田
治
ま
ら
ず
。

故
に
魯
の
宣
公
初
め
て
晦

に
税
し
て
」

春
秋
こ
れ

'

　
そ
し
　お
　　
　
　
ノ

を
譏
る
L
と
言

っ
て
い
る
。
「
初
税
晦
」
は
公
的
に
土
地
の
私
有
を
承
認
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

私
有
地
の
成
立
に
は
開
墾
と
い
う
原
因
も
挙
げ
ね
ば
な
る
ま
い
。
山
林
池
沢
な
ど
の
開
墾
は
井
田
の
範
囲
外
の
も
の
と
さ
れ
、
私
有
地
造
成

'

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
ら
い
　
ひ
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(3
)

の

一
要
因
と
な

っ
た
。
孟
子
に
も

「草
葉
を
辟
き
、
土
地
に
任
ず
」
と
表
現
せ
ら
れ
て
い
る
。
か
く
し
て
、
班
固
に
よ
れ
ば
、　
コ
秦
の
孝
公
、

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な

　
　
　

　
　
　
　
　
　
や
ぶ

商
君
を
用
い
、
井
田
を
壊
り
て
肝
陪
を
開
き
、
耕
戦

の
賞
を
急
に
す
。
古
道

に
非
ず
と
錐
も
、
猶
お
本
を
務
む
る
の
故

を
以

っ
て
、

隣
国
を
傾

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
こ
う
　
は

け
て
諸

侯
に
雄
た
り
。
然
れ
ど
も
王
制
遂
に
滅
び
て
傍
差
度
亡
し
。
庶
人
の
富
め
る
者
は
鉦
万
を
累
ね
、

而
し
て
貧
し
き
者
は
糟
糠
を
食
む
。

　
　

た
も
　
　
　
つよ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　う
し
な
(4
)

国
を
有
ち
て
彊
き
者
は
州
域
を
兼
ね
、
而
七
て
弱
き
者
は
社
稷
を
喪
う
。L
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

井
田
法
の
廃
止
ば
土
地
公
有
制
と
土
地
均
分
制
の
否
認
、
土
地
の
私
有
と
兼
併
の
許
容
を
意
味
す
る
こ
と
、
漢
書
に
掲
載
せ
ら
れ
た
董
仲
欝

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　ら
　

の
言

に
よ

っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
商
君
が
井
田
制
を
廃
止
し
、
私
有
を
許
容
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
井
田
制
崩
壊

の
原
因
の

.究
明

に
つ
な
が
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、
穂
積
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
　
「
思
ふ
に
先
づ
土
地
を
各
人
に
均
分
し
て
余
力

あ
る
者
を
も
そ
の
耕
作

を
百
畝
の
田
に
限
定
す
る
は
人
力
を
尽
く
す
所
以
で
な
く
、
又
経
界
の
肝
階
は
土
地
の
浪
費
、
不
経
済
で
、

何
れ
も
生
産
力
に
対
す
る
桎
梏
に

外
な
ら
ぬ
。
次
に
土
地
の
所
有
権
は
瓦
礫
を
変
じ
て
黄
金
と
す
る
が
故
に
、

土
地
の
私
有
は
生
産
力
の
増
進
を
来
た
す
。
ま
た
、
固
定

は
沈
滞

を
意
味
し
、
競
争
は
発
展
を
約
束
す
る
が
故
に
、
土
地
兼
悦

の
許
容
は
生
産
力
の
発
展
を
も
た
ら
す
と
考

へ
ら
れ
る
9

か
く
て
生
産
力
増
大
を

要
望
す
る
社
会
状
勢
が
商
君
な
る
個
人
の
手
を
通
じ
て
こ
こ
に
こ
の
政
策
を
実
現
せ
し
め
た
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
然
し
か
く
解
す
る

時
は
、
井
田
を
廃
し
て
降
陪
を
開
く
と
い
ふ
こ
と
は
、
実
は
既
に
早
く
か
ら
行
ば
れ
て
来
た
こ
と
で
、
商
君
を
待

っ
て
始
ま
る
こ
と
で
は
な
い

と
考

へ
る
こ
と
も
で
躄
る
で
あ
ら
う
。
さ
う
す
る
と
商
君
の
為
せ
る
と
こ
ろ
は
実
際
上
既
に
行
は
れ
て
い
た
と
こ
ろ
の
も
の
に
た
だ
法
的
承
認

曹



亀

噌

●
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(6
)

を
与

へ
た
に
止
る
と
解
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
」
と
。

　
富

国
強
兵
の
要
請
は
生
産
力

の
増
強
を
要
求
し
、
生
産
力
増
強

の
た
め
に
、
そ
の
桎
梏
た
る
井
田
法
は
除
か
れ
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

(
1
)

縢
文
公
章
句
上

(
2
)
　
漢
書
食
貨
志
上

(
3
)

故
善
戦
者
股
上
刑
、
連
諸
侯
者
次
之
、
辟
草
薬
、
任
土
地
者
次
之

(
離
婁
章
句
上
)

　
　

郭
沫
若
氏
は
、
散
氏
盤
の
銘
文
を
拠
り
所
と
し
て

「
属
王
の
時
に
各
部
族
が
所
有
し
て
い
た
私
田
が
も
は
や
少
く
な
か
っ
た
こ
と
が
証
明
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。　
(郭
沫

　
　
若

「
十
批
判
書
」
、
邦
訳
六
九
頁
)

(
4
)
　
漢
書
食
貨
志
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

,　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

(
5
)
　
董
仲
釘
説
上
日
、
…
…
至
奏
則
不
然
、
用
商
鞍
之
法
、
改
帝
王
之
制
、
除
井
田
、
民
得
売
買
、
富
者
田
運
任
伯
、
貧
者
亡
立
錐
之
地

(食
貨
志
士
)

(
6
)
　
穂
積
交
雄

「先
秦
経
済
思
想
史
論
」
第
五
章
法
家
の
経
済
思
想
、
笛
　三
節
商
君
の
経
済
思
想
二
二
五
-
六
百
[

　
　

穂
積
博
士
は
さ
ら
に
語
を
継
い
で
曰
わ
く
、

　
　

儒
家
は

「貧
し
き
を
患
へ
ず
し
て
均
し
か
ら
ざ
る
を
患
ふ
」
る
が
、
商
君
は
い
く
ら
均
し
く
て
も
貧
し
く
て
は
仕
方
が
な
い
、
た
と
え
均
し
さ
は
破
れ
て
も
先
づ
豊
富
に
生

　
　
　
産
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ど
す
る
わ
け
で
あ
る
。
…
…
商
君
は
秦
に
仕

へ
秦
の
為
に
富
国
強
兵
の
道
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
秦
は
土
地
広
大
に
し
て
人

口
こ
れ
に
伴
は
な
か
っ
た

　
　
　
の
で
、
地
力
を
尽
く
す
為
に
は
そ
の
私
有
兼
併
を
認
め
る
こ
と
は
も
っ
と
も
な
こ
と
と
考

へ
ら
れ
る
。

　
　
と
o

曳

む

す

び

　
農

業
社
会
に
お
け
る
主
要
生
産
手
段
た
る
土
地
の
公
有
ど
均
分
を
基
本
と
す
る
井
田
思
想
は
、

聖
王
の
道
、
王
制
、
古
法
な
ど
と
呼
ば
れ
、

中
国

の
歴
史
の
上
で
、
い
く
た
び
か
政
治
改
革

の
目
標

・
理
想
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
政
治
改
革
を
正
当
化
し
、
権
威
づ
け
る
・

た
め

に
利
用
さ
れ
た
面
も
あ
る
が
、
そ
れ
自
身
、
多
く
の
人
を
魅
き
つ
け
る
何
か
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
農
民
は
耕
地
を
自
ら
所
有
せ
ん

こ
と

を
願
う
が
、
私
有
の
成
立
と
同
時
に
弱
肉
強
食
の
競
争
が
進
行
し
、
貧
富
の
懸
隔
湘
大
土
地
所
有
が
出
て
く
る
。
徹
底
的
な
改
革

は
、
私

有
の
制

限

・
否
定
、
進
ん
で
利
己
心
の
抑
制
に
結
び
つ
か
ざ
る
を
得
ま
い
。

　
　
　
　
　
　

「
孟
子
」
井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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「孟
子
」
,井
田
制
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
　
　
　
　
、　
　
　
　

.　
　
　
-
　

.　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
六

　
孟
子
は
、
井
田
制
の
実
現
を
提
唱
し
た
が
、
天
の
時
、
地
の
利
、
人
の
和
、
い
ず
れ
に
も
恵
ま
れ
ず
、
空
し
く
退
い
た
。
以
後
、
二
千
年
の
王

朝
時
代
を
通
じ
自
由
主
義
的
な
経
済
が
徐
々
に
展
開
し
、
大
土
地
所
有
が
鞏
固
に
な
る
に
つ
れ
て
、
改
革
は
い
よ
い
よ
実
現
困
難
に
な

っ
た
。

そ
の
反
面
、
中
国
の
社
会
経
済
的
な
矛
盾
は
深
刻
化
し
、
改
革

の
必
要
性
を
高
め
た
。
孟
子
の
青
写
真
に
み
ら
れ
る

　

a
　
農
民
生
活

の
集
団
化
、
最
低
生
活
の
保
障

　
b
　
共
同
体
の
多
目
的
性
、
そ
の
適
正
規
模

　

c
　
生
産
手
段
の
公
有
、
計
画
的
な
経
済
運
営

.

　
　
　
　

(1
)

　
等

の
理
念
は
、
自
由
経
済
よ
り
は
意
思
経
済
に
な
じ
む
も
の
で
あ
り
、
意
思
経
済
体
制
の
も
と
で
開
花
す
る
可
能
性

が
あ
る
と
私
は
思
う
σ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　ヨ
　

　
そ
れ
が
、
生
産
に
お
け
る
非
効
率
之
、
農
民
の
自
由
の
抑
圧
と
の
二
点
に
お
い
て
問
題
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
上
来
の
分
析
に

よ

っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

・
(
1
)
　
本
稿

の
第

一
、

二
、

(
2
)
　
第

三
節

、
第

五
節

三
、
四
節
参
照

〆

,

噸

∂


